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Ⅲ．Ⅲ．20062006年度年度
　　　　　　重点施策の進捗状況　　　　　　重点施策の進捗状況
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１．さらなる安全性の向上１．さらなる安全性の向上
【Ⅲ．【Ⅲ．20062006年度重点施策の進捗状況】年度重点施策の進捗状況】

さらなる安全性の向上

・調布駅付近連続立体交差事業の推進（国領駅・布田駅で仮橋上駅舎化工事に着手）

・自動列車制御装置（ＡＴＣ）導入による新しい信号システムの設計に着手

・免振構造を施した鉄道総合指令所に運転指令に続いて電力指令を収容し、地震災害に備えるとともに

　異常時などにおける連携を強化

・組織改正を実施し、社員への教育の充実や安全マネジメント推進のための体制を整備
※ 安全マネジメント

経営トップから現場まで一丸となった安全管理体制の構築をはかるとともに、輸送の安全のための取り組みを継続して向上させる仕組み

＜調布駅付近連続立体交差事業＞

国領駅仮橋上駅舎化工事の現況

※
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２．バリアフリー化・サービス向上２．バリアフリー化・サービス向上
【Ⅲ．【Ⅲ．20062006年度重点施策の進捗状況】年度重点施策の進捗状況】

　・高幡不動駅に北側出入口を新設するとともに、エレベーター・エスカレーターや南北自由通路を

　　備えた橋上駅舎を一部使用開始

　・ JR南武線との乗り継ぎに便利な京王稲田堤駅の北側出入口にエレベーターを増設

　・稲城駅にエスカレーターの新設や駅舎のリニューアルを実施

　・ダイヤ改定による京王線と高尾線の乗継改善による利便性向上、都営線直通の急行・快速の

　　終日１０両編成化などによる混雑の緩和

　・ＩＣカード乗車券（ＰＡＳＭＯ）の2007年3月利用開始に向け、自動改札機などの改修を実施

＜高幡不動駅＞

工事現況（写真右）

および

完成予想図（写真下）

バリアフリー化・サービス向上
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＜グループの事業機会の創出＞

・ 京王リトナーﾄﾞ稲城：2006年7月オープン　

・ 京王リトナード八幡山：2006年10月グランドオープン

・ フレンテ明大前

京王高幡ショッピングセンター（第2期）

京王リトナード高井戸

　　　　　　※いずれも2007年春オープン予定　

３．沿線拠点開発の推進／グループ事業競争力の強化３．沿線拠点開発の推進／グループ事業競争力の強化

グループ事業競争力の強化

【Ⅲ．【Ⅲ．20062006年度重点施策の進捗状況】年度重点施策の進捗状況】

沿線拠点開発の推進

＜定期借地権分譲マンション「トラスティア北野」の販売＞

・全127戸販売　　（2007年3月竣工・引渡し予定）

フレンテ明大前
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＜賃貸デザイナーズマンション「Ｈｉ－ＲＯＯＭＳ」の展開＞

　　・「Ｈｉ－ＲＯＯＭＳ哲学堂」　2006年3月竣工

　　・「Ｈｉ－ＲＯＯＭＳ方南町」　2007年1月竣工予定

＜沿線を活性化させるサイクル構築への取り組み＞　

　　・「移住・住みかえ支援機構」に参画

　　・地域と連携しあい、沿線の人口構成が偏らず持続的に

　　　活性化するよう、下記のような各種施策を検討

　　①　モデル地区を選定し、特に子育て世代・シニア層を

　 対象とした各種サービスを提供

　　②　ＩＴを活用し、沿線住民とのコミュニケーションを促進

　 するポータルサイトを構築

４．沿線価値の向上４．沿線価値の向上
【Ⅲ．【Ⅲ．20062006年度重点施策の進捗状況】年度重点施策の進捗状況】

沿線価値の向上

Hi-ROOMS哲学堂
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＜当社グループの今後の発展に向けた機構改革＞　

・6/29　組織改正　

　　　鉄道事業における安全マネジメント推進体制の構築

　　　グループ事業競争力強化

　　　グループ周辺事業立ち上げ推進　

　　　コーポレート・ガバナンス、コンプライアンス等体制確立

＜社内制度の充実＞　　　　　　　　　　 　

　・継続雇用制度　4/1　制定　

　・事業所内保育所「サクラさーくる」　9/1　開設　
　　

＜財務報告に係る内部統制の有効性評価への対応＞

　・プロジェクトチームを編成し、文書化を実施

＜ディスクロージャー委員会の活動の推進＞

　・ディスクロージャー委員会　4/1　設置

＜グループ全体での環境経営の推進＞

　・「安全・社会・環境報告書」の発行（10月）　

　　　安全性に関する記載を充実

５．経営体制の整備と地域社会への貢献５．経営体制の整備と地域社会への貢献

経営体制の整備と地域社会への貢献

【Ⅲ．【Ⅲ．20062006年度重点施策の進捗状況】年度重点施策の進捗状況】

事業所内保育所「サクラさーくる」
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【連絡先】

京王電鉄株式会社　

　総合企画本部　経理部

　　　久保　田口

　PHONE　：042-337-3135

　FAX　　：042-374-9810

このプレゼンテーション資料には、現時点の将来に関する前提・見通しに

基づく予測が含まれております。実際の業績は、様々な要因により記載

の予想数値と異なる可能性があります。


